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タンク内空間を、チュー ブ （1 1 1 ) の
長手方向に二つに仕切 ることによ り、第
1 冷媒分配部 （1 3 a ) お よび第 2 冷媒

分配部 （1 3 b ) を形成 している。第 1 冷媒集合部 （2 3 a ) ,二第 2 冷媒分配部 （1 3 b ) とが互 いに連
結 され、第 2 冷媒集合部 （2 3 b ) と第 1 冷媒分配部 （1 3 a ) とが互 いに連結 される。



明 細 書

発明の名称 ：冷媒蒸発器

関連出願の相互参照

[0001 ] 本開示は、 2 0 1 3 年 5 月 1 0 日に出願 された 日本出願番号 2 0 1 3 _ 1

0 0 4 8 7 号 に基づ くもので、 ここにその記載 内容 を援用する。

技術分野

[0002] 本開示は、冷媒蒸発器 に関する。

背景技術

[0003] 冷媒蒸発器 は、外部 を流れる被冷却流体 （例 えば、空気）か ら吸熱 して、

内部 を流れる冷媒 （液相冷媒）を蒸発 させ ることで、被冷却流体 を冷却する

冷却用熱交換器 と して機能する。

[0004] この種の冷媒蒸発器 と しては、複数のチュ一プを積層 して構成 される熱交

換 コア部、 および複数のチューブの両端部 に接続 された一対のタンク部 を備

える第 1 、第 2 蒸発部 を被冷却流体の流れ方向に直列に配置 し、各蒸発部 に

おける一方のタンク部 同士を一対の連通部 を介 して連結する構成が知 られて

いる （例 えば、特許文献 1 参照）。

[0005] この特許文献 1 の冷媒蒸発器では、第 1 蒸発部の熱交換 コァ部 を流れた冷

媒 を、各蒸発部の一方のタンク部 および当該タンク部 同士を連結する一対の

連通部 を介 して第 2 蒸発部の熱交換 コァ部 に流す際に、冷媒の流れを熱交換

コア部の幅方向 （左右方向）で入れ替 える構成 と している。つまり、冷媒蒸

発器 は、一対の連通部の うち、一方の連通部 によって、第 1 蒸発部の熱交換

コア部の幅方向一側 を流れる冷媒 を第 2 蒸発部の熱交換 コア部の幅方向他側

に流す と共 に、他方の連通部 によって第 1 蒸発部の熱交換 コア部の幅方向他

側 を流れる冷媒 を第 2 蒸発部の熱交換 コア部の幅方向一側 に流すように構成

されている。

先行技術文献

特許文献



[0006] 特許文献 1 ：特許第 4 1 4 1 3 6 号公報

発明の概要

[0007] しかしながら、特許文献 1 の冷媒蒸発器の如く、各蒸発部の一対のタンク

部のうち連通部が接続される一方のタンクをチューブ積層方向に分割するこ

とで冷媒の流れ方向を入れ替える構成とすると、第 1蒸発部の熱交換コア部

からの冷媒が第 2 蒸発部の熱交換コァ部に流れる際に、液相冷媒が第 2 蒸発

部の熱交換コア部の一部に偏って分配されることがある。

[0008] 具体的には、第 1蒸発部に流入 した液相冷媒は、液相冷媒の導入部の近く

に位置するチュープに流れ易い傾向があり、前記導入部から遠く離れたチュ

—プに積層冷媒を充分に流すことができない。このため、第 2 蒸発部の熱交

換コア部の幅方向一側に液相冷媒が充分に流れる一方、第 2 蒸発部の熱交換

コァ部の幅方向一側における冷媒の状態がスーパ一ヒ一 卜となる。

[0009] このように、冷媒蒸発器における液相冷媒の分配性が悪化すると、第 2 蒸

発部の熱交換コア部において、被冷却流体と冷媒との熱交換が有効に行われ

ない領域が生 じ、冷媒放熱器を送風空気の流れ方向から見たときに、熱交換

コァ部の幅方向に温度分布が生 じる。

[001 0] 本開示は、冷媒の分配性の悪化を抑制可能な冷媒蒸発器を提供することを

目的とする。

[001 1] 上記目的を達成するため、外部を流れる被冷却流体と冷媒との間で熱交換

を行う冷媒蒸発器は、被冷却流体の流れ方向に対 して直列に配置された第 1

蒸発部および第 2 蒸発部を備える。第 1蒸発部および第 2 蒸発部それぞれは

、冷媒が流れる複数のチューブを積層 して構成された熱交換コア部と、複数

のチュープの両端部に接続され、複数のチュ一プを流れる冷媒の集合あるい

は分配を行う一対のタンク部と、を有する。第 1蒸発部における熱交換コア

部は、複数のチューブのうち、一部のチューブ群で構成される第 1 コア部、

および残部のチューブ群で構成される第 2 コア部を有する。第 2 蒸発部にお

ける熱交換コア部は、複数のチューブのうち、被冷却流体の流れ方向におい

て第 1 コア部の少なくとも一部と対向するチューブ群で構成される第 3 コア



咅ん および被冷却流体の流れ方向において第 2 コァ部の少な くとも一部 と対

向するチューブ群で構成 される第 4 コア部 を有する。第 1 蒸発部 における一

対のタンク部の うち、一方のタンク部 は、第 1 コア部か らの冷媒 を集合 させ

る第 1 冷媒集合部、第 2 コア部か らの冷媒 を集合 させ る第 2 冷媒集合部 を含

んで構成 される。第 2 蒸発部 における一対のタンク部の うち、一方のタンク

部 は、第 3 コァ部 に冷媒 を分配 させ る第 1 冷媒分配部、第 4 コァ部 に冷媒 を

分配 させ る第 2 冷媒分配部 を含んで構成 される。第 1 蒸発部 および第 2 蒸発

部 は、第 1 冷媒集合部の冷媒 を第 2 冷媒分配部 に導 く第 1 連通部、 および第

2 冷媒集合部の冷媒 を第 1 冷媒分配部 に導 く第 2 連通部 を有する冷媒入替部

を介 して連結 されている。第 1 蒸発部 における一方のタンク部のタンク内空

間は、チューブの長手方向に、第 1 タンク内空間 と第 2 タンク内空間 とに仕

切 られてお り、第 1 タンク内空間は、第 2 タンク内空間よ りも、第 1 蒸発部

における一対のタンク部の うち他方のタンク部 に近い側 に配置 されている。

第 2 蒸発部 における一方のタンク部のタンク内空間は、チュープの長手方向

に、第 3 タンク内空間 と第 4 タンク内空間 とに仕切 られてお り、第 3 タンク

内空間は、第 4 タンク内空間よ りも、第 2 蒸発部 における一対のタンク部の

うち他方のタンク部 に近い側 に配置 されている。第 1 タンク内空間が第 2 冷

媒集合部 を形成するとともに、第 2 タンク内空間が第 1 冷媒集合部 を形成 し

ている。第 3 タンク内空間が第 1 冷媒分配部 を形成するとともに、第 4 タン

ク内空間が第 2 冷媒分配部 を形成 している。

このように、第 1 蒸発部 における一方のタンク部のタンク内空間を、チュ

- プの長手方向に、第 1 タンク内空間 と第 2 タンク内空間 とに仕切 るととも

に、第 2 蒸発部 における一方のタンク部のタンク内空間を、チューブの長手

方向に、第 3 タンク内空間 と第 4 タンク内空間 とに仕切 ることで、第 1 コア

部か らの冷媒 を第 4 コァ部へ導 く冷媒流路 と、第 2 コァ部か らの冷媒 を第 3

コア部へ導 く冷媒流路 との長 さを変えて、冷媒流路 を流れる冷媒の圧力損失

を調整することがで きる。 これによ り、前記二つの冷媒流路 を流れる冷媒の

圧力損失を均一にすることで、第 2 蒸発部 において各冷媒分配部か ら熱交換



コァ部への液相冷媒の分配の偏 りを抑制することができる。

[001 3] したがって、各蒸発部の一方のタンク部同士を連結する連通部にて冷媒の

流れ方向を入れ替える構成において、冷媒の分配性の悪化を抑制することが

でき、冷媒蒸発器における被冷却流体の冷却性能の低下を抑制することが可

能となる。

[0014] また、第 1 蒸発部の他方のタンク部における、第 2 コア部よりも第 1 コア

部に近い側には、当該他方のタンク部内部に冷媒を導入するための冷媒導入

部が接続されており、第 2 蒸発部の他方のタンク部における、第 4 コア部よ

リも第 3 コア部に近い側には、当該他方のタンク部内部から冷媒を導出する

ための冷媒導出部が接続されている。第 1 コア部を構成するチューブは、第

2 コア部を構成するチューブよりも長手方向の長さが長 く、第 4 コア部を構

成するチュープは、第 3 コァ部を構成するチューブよりも長手方向の長さが

長い。

[001 5] このように、第 1 コア部を構成するチューブの長手方向の長さを、第 2 コ

ァ部を構成するチューブの長手方向の長さよりも長 くするとともに、第 4 コ

ァ部を構成するチューブの長手方向の長さを、第 3 コア部を構成するチュー

プの長手方向の長さよりも長 くすることで、チューブの長さによって、第 1

コァ部からの冷媒を第 4 コァ部へ導 く冷媒流路と、第 2 コァ部からの冷媒を

第 3 コア部へ導 く冷媒流路との長さを変えて、冷媒流路を流れる冷媒の圧力

損失を調整することができる。

図面の簡単な説明

[001 6] [ 図1] 実施形態に係る冷媒蒸発器の模式的な斜視図である。

[ 図2] 図 1 に示す冷媒蒸発器の説明図である。

[ 図3] 実施形態に係る冷媒蒸発器における冷媒の流れを説明するための説明図

である。

[ 図4 ]比較例に係る冷媒蒸発器の各熱交換コア部を流れる液相冷媒の分布を説

明するための説明図である。

[ 図5] 実施形態に係る冷媒蒸発器の各熱交換コア部を流れる液相冷媒の分布を



説明するための説明図である。

発明を実施するための形態

[001 7] 以下、本開示の一実施形態 について図 1 〜図 5 を用いて説明する。本実施

形態 に係 る冷媒蒸発器 1 は、車室 内の温度 を調整 する車両用空調装置の蒸気

圧縮式の冷凍サイクル に適用 され、車室 内へ送風 する送風空気か ら吸熱 して

冷媒 （液相冷媒） を蒸発 させ ることで、送風空気 を冷却する冷却用熱交換器

である。 なお、本実施形態では、送風空気が、外部 を流 れる被冷却流体 に相

当する。

[001 8] 冷凍サイクル は、周知の如 く、冷媒蒸発器 1 以外 に、 図示 しない圧縮機、

放熱器 （凝縮器）、膨張弁等 を備 えお り、本実施形態では、放熱器 と膨張弁

との間に受液器 を配置する レシーバサイクル と して構成 されている。 また、

冷凍サイクルの冷媒 には、圧縮機 を潤滑するための冷凍機油が混入 されてお

り、冷凍機油の一部 は冷媒 とともにサイクル を循環 している。

[001 9] 図 2 では、後述する各熱交換 コア部 1 1 、 2 1 におけるフィン 1 1 2 、 2

1 2 の図示 を省略 している。

[0020] 図 1 、 図 2 に示すように、本実施形態の冷媒蒸発器 1 は、送風空気の流 れ

方向 （被冷却流体の流 れ方向） X に対 して直列 に配置 された 2 つの蒸発部 1

0 、 2 0 を備 えて構成 されている。 ここで、本実施形態では、 2 つの蒸発部

1 0 、 2 0 の うち、送風空気の空気流 れ方向の風上側 （上流側） に配置 され

る蒸発部 を風上側蒸発部 1 0 と称 し、送風空気の流 れ方向の風下側 （下流側

) に配置 される蒸発部 を風下側蒸発部 2 0 と称 する。 なお、本実施形態 にお

ける風上側蒸発部 1 0 が、第 2 蒸発部 を構成 し、風下側蒸発部 2 0 が、第 1

蒸発部 を構成 している。

[0021 ] 風上側蒸発部 1 0 および風下側蒸発部 2 0 の基本的構成 は同一であ り、 そ

れぞれ熱交換 コア部 1 1 、 2 1 と、熱交換 コア部 1 1 、 2 1 の上下両側 に配

置 された一対のタンク部 1 2 、 1 3 、 2 2 、 2 3 を有 して構成 されている。

[0022] なお、本実施形態では、風上側蒸発部 1 0 における熱交換 コア部 を風上側

熱交換 コア部 1 1 と称 し、風下側蒸発部 2 0 における熱交換 コア部 を風下側



熱交換コア部 2 1 と称する。また、風上側蒸発部 1 0 における一対のタンク

部 1 2 、 1 3 のうち、上方側に配置されるタンク部を第 1風上側タンク部 1

2 と称し、下方側に配置されるタンク部を第 2 風上側タンク部 1 3 と称する

。同様に、風下側蒸発部 2 0 における一対のタンク部 2 2 、 2 3 のうち、上

方側に配置されるタンク部を第 1風下側タンク部 2 2 と称し、下方側に配置

されるタンク部を第 2 風下側タンク部 2 3 と称する。

[0023] 本実施形態の風上側熱交換コア部 1 1および風下側熱交換コア部 2 1それ

ぞれは、上下方向に延びる複数のチューブ 1 1 1、 2 1 1 と、隣り合うチュ

—プ 1 1 1、 2 1 1の間に接合されるフィン 1 1 2 、 2 1 2 とが交互に積層

配置された積層体で構成されている。なお、以下、複数のチューブ 1 1 1、

1 1および複数のフィン 1 1 2 、 2 1 2 の積層体における積層方向をチュ

—プ積層方向と称する。

[0024] ここで、風上側熱交換コア部 1 1は、複数のチューブ 1 1 1のうち、一部

のチューブ群で構成される第 1風上側熱交換コア部 1 1 a、および残部のチ

ュ一プ群で構成される第 2 風上側熱交換コア部 1 1 b を有している。なお、

本実施形態における第 1風上側熱交換コア部 1 1 a が、第3 コア部を構成し

、第 2 風上側熱交換コア部 1 1 匕が、第4 コア部を構成する。

[0025] 本実施形態では、風上側熱交換コア部 1 1 を送風空気の流れ方向から見た

ときに、チューブ積層方向の右側に存するチューブ群で第 1風上側熱交換コ

ァ部 1 1 a が構成され、チューブ積層方向の左側に存するチューブ群で第 2

風上側熱交換コア部 1 1 b が構成されている。

[0026] また、風下側熱交換コア部 2 1は、複数のチューブ2 1 1のうち、一部の

チューブ群で構成される第 1風下側熱交換コア部 2 1 a、および残部のチュ

—プ群で構成される第 2 風下側熱交換コア部 2 1 b を有している。なお、本

実施形態における第 1風下側熱交換コア部 2 1 a が、第 1 コア部を構成し、

第 2 風下側熱交換コア部 2 1 b が、第 2 コア部を構成する。

[0027] 本実施形態では、風下側熱交換コア部 2 1 を送風空気の流れ方向から見た

ときに、チューブ積層方向の右側に存するチューブ群で第 1風下側熱交換コ



ァ部 2 1 a が構成され、チューブ積層方向の左側に存するチューブ群で第 2

風下側熱交換コア部 2 1 b が構成されている。なお、本実施形態では、送風

空気の流れ方向から見たときに、第 1風上側熱交換コア部 1 1 a および第 1

風下側熱交換コア部 2 1 a それぞれが重合 （対向）するように配置されると

共に、第 2 風上側熱交換コア部 1 1 b および第 2 風下側熱交換コア部 2 1 b

それぞれが重合 （対向）するように配置されている。

[0028] 各チューブ 1 1 1、 2 1 1 は、内部に冷媒が流れる冷媒通路が形成される

と共に、その断面形状が送風空気の流れ方向に沿つて延びる扁平形状となる

扁平チュ一プで構成されている。

[0029] 本実施形態では、第 1風下側熱交換コア部 2 1 a を構成する各チューブ 2

1 1 (以下、第 1風下側チューブ 2 1 1 a という）は、第 2 風下側熱交換コ

ァ部 2 1 b を構成する各チューブ 2 1 1 (以下、第 2 風下側チューブ 2 1 1

b という）よりも、長手方向の長さが長くなつている。また、第 1風上側熱

交換コア部 1 1 a を構成する各チューブ 1 1 1 (以下、第 1風上側チューブ

1 1 1 a という）は、第 2 風上側熱交換コア部 1 1 b を構成する各チューブ

(以下、第 2 風上側チューブ 1 1 1 b という）よりも、長手方向の長

さが短くなつている。

[0030] 風上側熱交換コア部 1 1 のチューブ 1 1 1 は、長手方向の一端側 （上端側

) が第 1風上側タンク部 1 2 に接続されると共に、長手方向の他端側 （下端

側）が第 2 風上側タンク部 1 3 に接続されている。また、風下側熱交換コア

部 2 1 のチューブ 2 1 1 は、長手方向の一端側 （上端側）が第 1風下側タン

ク部 2 2 に接続されると共に、長手方向の他端側 （下端側）が第 2 風下側タ

ンク部 2 3 に接続されている。

[0031 ] 各フィン 1 1 2 、 2 1 2 は、薄板材を波上に曲げて成形 したコルゲ一 トフ

インであり、チューブ 1 1 1、 2 1 1 における平坦な外面側に接合され、送

風空気と冷媒との伝熱面積を拡大させるための熱交換促進手段を構成する。

[0032] チューブ 1 1 1、 2 1 1 およびフィン 1 1 2 、 2 1 2 の積層体には、チュ

—プ積層方向の両端部に、各熱交換コア部 1 1、 1 2 を補強するサイ ドブレ



—卜1 1 3 、 2 1 3 が配置されている。なお、サイドブレ一卜1 1 3 、 2 1

3 は、チューブ積層方向の最も外側に配置されたフィン 1 1 2 、 2 1 2 に接

合されている。

[0033] 第 1風上側タンク部 1 2 は、一端側 （送風空気の流れ方向から見たときの

左側端部）が閉塞されると共に、他端側 （送風空気の流れ方向から見たとき

の右側端部）にタンク内部から圧縮機 （図示略）の吸入側に冷媒を導出する

ための冷媒導出部 1 2 a が形成された筒状の部材で構成されている。この第

1風上側タンク部 1 2 は、底部に各チューブ 1 1 1の一端側 （上端側）が揷

入接合される貫通穴 （図示略）が形成されている。つまり、第 1風上側タン

ク部 1 2 は、その内部空間が風上側熱交換コア部 1 1の各チューブ 1 1 1 に

連通するように構成されており、風上側熱交換コア部 1 1の各コア部 1 1 a

、 1 1 b からの冷媒を集合させる冷媒集合部として機能する。

[0034] 第 1風下側タンク部 2 2 は、一端側が閉塞されると共に、他端側にタンク

内部に膨張弁 （図示略）にて減圧された低圧冷媒を導入するための冷媒導入

部 2 2 a が形成された筒状の部材で構成されている。この第 1風下側タンク

部 2 2 は、底部に各チューブ2 1 1の一端側 （上端側）が挿入接合される貫

通穴 （図示略）が形成されている。つまり、第 1風下側タンク部 2 2 は、そ

の内部空間が風下側熱交換コア部 2 1の各チューブ2 1 1 に連通するように

構成されており、風下側熱交換コア部 2 1の各コア部 2 1 a、 2 1 bへ冷媒

を分配する冷媒分配部として機能する。

[0035] 第 2 風上側タンク部 1 3 は、両端側が閉塞された筒状の部材で構成されて

いる。この第 2 風上側タンク部 1 3 は、天井部に各チューブ 1 1 1の他端側

(下端側）が挿入接合される貫通穴 （図示略）が形成されている。つまり、

第 2 風上側タンク部 1 3 は、その内部空間が各チューブ 1 1 1 に連通するよ

うに構成されている。

[0036] 第 2 風上側タンク部 1 3 の内部には、チューブ 1 1 1の長手方向端部より

も風上側熱交換コア部 1 1 と反対側の部位に第 1仕切部材 1 3 1が配置され

ており、この第 1仕切部材 1 3 1 によって、タンク内部空間がチューブ長手



方向に二つに仕切 られている。第 1 仕切部材 1 3 1 には、第 2 風上側チュー

プ 1 1 1 b が挿入接合 される貫通穴 （図示略）が形成 されている。本実施形

態では、第 1 仕切部材 1 3 1 は、第 2 風上側タンク部 1 3 の内部 におけるチ

ユ ー プ長手方向 （図 1 における上下方向）の中央位置に配置されている。

[0037] 第 1 仕切部材 1 3 1 によって仕切 られた二つのタンク内部空間のうち、第

1 風上側タンク部 1 2 に近い側 （図 1 における上側）の空間に第 1 風上側チ

ュ一プ 1 1 1 a が連通 してお り、第 1 風上側タンク部 1 2 か ら遠い側 （図 1

における下側）の空間に第 2 風上側チューブ 1 1 1 b が連通 している。

[0038] ここで、第 2 風上側タンク部 1 3 の内部のうち、第 1 風上側熱交換 コア部

a を構成する各チューブ 1 1 1 に連通する空間が、第 1 風上側熱交換 コ

ァ部 1 1 a に冷媒を分配する第 1 冷媒分配部 1 3 a を構成 し、第 2 風上側熱

交換 コア部 1 1 b を構成する各チューブ 1 1 1 に連通する空間が、第 2 風上

側熱交換 コア部 1 1 b に冷媒を分配する第 2 冷媒分配部 1 3 b を構成する。

[0039] したがって、本実施形態では、第 1 冷媒分配部 1 3 a が、第 3 タンク内空

間を構成 している。 また、第 2 冷媒分配部 1 3 匕が、第 4 タンク内空間を構

成 している。

[0040] 第 2 風下側タンク部 2 3 は、両端側が閉塞された筒状の部材で構成 されて

いる。 この第 2 風下側タンク部 2 3 は、天井部 に各チューブ 2 1 1 の他端側

(下端側）が挿入接合 される貫通穴 （図示略）が形成 されている。つまり、

第 2 風下側タンク部 2 3 は、その内部空間が各チューブ 2 1 1 に連通するよ

うに構成 されている。

[0041 ] 第 2 風下側タンク部 2 3 の内部 には、チューブ 2 1 1 の長手方向端部 より

も風下側熱交換 コア部 2 1 と反対側の部位に第 2 仕切部材 2 3 1 が配置され

てお り、 この第 2 仕切部材 2 3 1 によって、タンク内部空間がチュ一プ長手

方向に二つに仕切 られている。第 2 仕切部材 2 3 1 には、第 1 風下側チュー

プ 2 1 1 a が挿入接合 される貫通穴 （図示略）が形成 されている。本実施形

態では、第 2 仕切部材 2 3 1 は、第 2 風下側タンク部 2 3 の内部 におけるチ

ュ一プ長手方向の中央位置に配置されている。



[0042] 第 2 仕切部材 2 3 1 によって仕切 られた二つのタンク内部空間のうち、第

1風下側タンク部 2 2 に近い側 （図 1 における上側）の空間に第 2 風下側チ

ュ一プ2 1 1 b が連通 しており、第 1風下側タンク部 2 2 から遠い側 （図 1

における下側）の空間に第 1風下側チューブ2 1 1 a が連通 している。

[0043] ここで、第 2 風下側タンク部 2 3 の内部のうち、第 1風下側熱交換コア部

1 a を構成する各チューブ2 1 1 に連通する空間が、第 1風下側熱交換コ

ァ部 2 1 a からの冷媒を集合させる第 1冷媒集合部 2 3 a を構成 し、第 2 風

下側熱交換コア部 2 1 b を構成する各チューブ2 1 1 が連通する空間が、第

2 風下側熱交換コア部 2 1 b からの冷媒を集合させる第 2 冷媒集合部 2 3 b

を構成する。

[0044] したがって、本実施形態では、第 1冷媒集合部 2 3 a が、第 2 タンク内空

間を構成 している。また、第 2 冷媒集合部 2 3 匕が、第 1 タンク内空間を構

成 している。

[0045] 第 2 風上側タンク部 1 3 、および第 2 風下側タンク部 2 3 それぞれは、冷

媒入替部 3 0 を介 して連結されている。この冷媒入替部 3 0 は、第 2 風下側

タンク部 2 3 における第 1冷媒集合部 2 3 a 内の冷媒を第 2 風上側タンク部

1 3 における第 2 冷媒分配部 1 3 b に導 くと共に、第 2 風下側タンク部 2 3

における第 2 冷媒集合部 2 3 b 内の冷媒を第 2 風上側タンク部 1 3 における

第 1冷媒分配部 1 3 a に導 くように構成されている。すなわち、冷媒入替部

3 0 は、冷媒の流れを各熱交換コア部 1 1、 2 1 においてコア幅方向に入れ

替えるように構成されている。

[0046] 具体的には、冷媒入替部 3 0 は、第 2 風下側タンク部 2 3 における第 1冷

媒集合部 2 3 a と第 2 風上側タンク部 1 3 における第 2 冷媒分配部 1 3 b と

を連通させる第 1連結部材 3 0 a と、第 2 風下側タンク部 2 3 における第 2

冷媒集合部 2 3 b と第 2 風上側タンク部 1 3 における第 1冷媒分配部 1 3 a

とを連通させる第 2 連結部材 3 0 b と、を有 して構成されている。

[0047] 第 1連結部材 3 0 a および第 2 連結部材 3 0 b のそれぞれは、内部に冷媒

が流通する冷媒流通路が形成された筒状の部材で構成されており、その一端



側が第 2 風下側タンク部 2 3 に接続されると共に、他端側が中間タンク部 3

3 に接続されている。

[0048] 本実施形態では、第 1 連結部材 3 0 a の一端側が、第 1 冷媒集合部 2 3 a

のうち、チューブ 2 1 1 の積層方向における冷媒導入部 2 2 a か ら遠い側に

接続され、第 2 連結部材 3 0 b の一端側が、第 2 冷媒集合部 2 3 b のうち、

チューブ 2 1 1 の積層方向における冷媒導入部 2 2 a に近い側に接続されて

いる。 また、第 1 連結部材 3 0 a の他端側が、第 2 冷媒分配部 1 3 b のうち

、チューブ 1 1 1 の積層方向における冷媒導出部 1 2 a か ら遠い側に接続さ

れ、第 2 連結部材 3 0 b の他端側が、第 1 冷媒分配部 1 3 a のうち、チュー

プ 1 1 1 の積層方向における冷媒導出部 1 2 a に近い側に接続されている。

[0049] 本実施形態では、第 1 連結部材 3 0 a が、第 1 連通部を構成 している。 ま

た、第 2 連結部材 3 O b が、第 2 連通部を構成 している。

[0050] 次 に、本実施形態に係る冷媒蒸発器 1 における冷媒の流れについて図 3 を

用いて説明する。

[0051 ] 図 3 に示すように、膨張弁 （図示略）にて減圧された低圧冷媒は、矢印 A

の如 く第 1風下側タンク部 2 2 の一端側に形成された冷媒導入部 2 2 a か ら

タンク内部に導入される。第 1風下側タンク部 2 2 の内部に導入された冷媒

は、矢印 B の如 く風下側熱交換 コア部 2 1 の第 1 風下側熱交換 コア部 2 1 a

を下降すると共に、矢印C の如 く風下側熱交換 コア部 2 1 の第 2 風下側熱交

換 コア部 2 1 b を下降する。

[0052] 第 1 風下側熱交換 コア部 2 1 a を下降 した冷媒は、矢印 D の如 く第 2 風下

側タンク部 2 3 の第 1 冷媒集合部 2 3 a に流入する。一方、第 2 風下側熱交

換 コア部 2 1 b を下降 した冷媒は、矢印 E の如 く第 2 風下側タンク部 2 3 の

第 2 冷媒集合部 2 3 b に流入する。

[0053] 第 1 冷媒集合部 2 3 a に流入 した冷媒は、矢印 F の如 く第 1 連結部材 3 0

a を介 して第 2 風上側タンク部 1 3 の第 2 冷媒分配部 1 3 b に流入する。 ま

た、第 2 冷媒集合部 2 3 b に流入 した冷媒は、矢印G の如 く第 2 連結部材 3

0 b を介 して第 2 風上側タンク部 1 3 の第 1 冷媒分配部 1 3 a に流入する。



[0054] 第 2 風上側タンク部 1 3 の第 2 冷媒分配部 1 3 b に流入 した冷媒は、矢印

Hの如く風上側熱交換コア部 1 1 の第 2 風上側熱交換コア部 1 1 b を上昇す

る。一方、第 1冷媒分配部 1 3 a に流入 した冷媒は、矢印 I の如く風上側熱

交換コア部 1 1 の第 1風上側熱交換コア部 1 1 a を上昇する。

[0055] 第 2 風上側熱交換コア部 1 1 b を上昇 した冷媒、および第 1風上側熱交換

コア部 1 1 a を上昇 した冷媒は、それぞれ矢印」、 K の如く第 1風上側タン

ク部 1 2 のタンク内部に流入 し、矢印 L の如く第 1風上側タンク部 1 2 の一

端側に形成された冷媒導出部 1 2 a から圧縮機 （図示略）吸入側に導出され

る。

[0056] 図 4 は、比較例に係る冷媒蒸発器 1、つまり第 2 風下側タンク部 2 3 およ

び第 2 風上側タンク部 1 3 のタンク内空間が、それぞれチューブ 1 1 1、 2

1 の積層方向に二つに仕切 られている冷媒蒸発器 1 の各熱交換コア部 1

1、 2 1 を流れる液相冷媒の分布を説明するための説明図であり、図 5 は、

本実施形態に係る冷媒蒸発器 1 の各熱交換コア部 1 1、 2 1 を流れる液相冷

媒の分布を説明するための説明図である。

[0057] 図 4 ( a ) および図 5 ( a ) は、風上側熱交換コア部 1 1 を流れる液相冷

媒の分布を示 し、図4 ( b ) および図 5 ( b ) は、風下側熱交換コア部 2 1

を流れる液相冷媒の分布を示 し、図4 ( c ) および図 5 ( c ) は、各熱交換

コア部 1 1、 2 1 を流れる液相冷媒の分布の合成を示 している。なお、図4

および図 5 は、冷媒蒸発器 1 を図 1 の矢印Y 方向 （送風空気の流れ方向X の

逆方向）から見たときの液相冷媒の分布を示すもので、図中の網掛部分で示

す箇所が、液相冷媒が存する部分を示す。

[0058] まず、風下側熱交換コア部 2 1 を流れる液相冷媒の分布については、図4

( b ) および図 5 ( b ) で示すように、比較例に係る冷媒蒸発器 1 と本実施

形態に係る冷媒蒸発器 1 とで同様であり、それぞれ第 2 風下側熱交換コア部

1 b における一部に液相冷媒が流れ難い箇所 （図中右下方側の白抜き箇所

) が生ずる。

[0059] また、比較例に係る冷媒蒸発器 1 における風上側熱交換コア部 1 1 を流れ



る液相冷媒の分布 については、図 4 ( a ) に示すように、風上側熱交換 コア

部 1 1 の第 1 風上側熱交換 コア部 1 1 a では、第 2 風上側熱交換 コア部 1 1

b よりも液相冷媒が流れ難 くなつている。一方、本実施形態に係る冷媒蒸発

器 1 では、図 5 ( a ) に示すように、比較例 に係る冷媒蒸発器 1 と比較 して

、風上側熱交換 コア部 1 1 の第 1 風上側熱交換 コア部 1 1 a に液相冷媒が流

れ易 くなつている。

[0060] また、図 4 ( c ) および図 5 ( c ) に示すように、比較例 に係る冷媒蒸発

器 1 および本実施形態に係る冷媒蒸発器 1 を送風空気の流れ方向X か ら見た

ときに、それぞれ第 2 風上側熱交換 コア部 1 1 b および第 2 風下側熱交換 コ

ァ部 2 1 b における重合する部位の全域 に液相冷媒が流れる。

[0061 ] 以上説明 した本実施形態に係る冷媒蒸発器 1 では、第 2 風下側タンク部 2

3 のタンク内空間を、チューブ 2 1 1 の長手方向に二つに仕切 ることにより

、第 1 冷媒集合部 2 3 a および第 2 冷媒集合部 2 3 b を形成するとともに、

第 2 風上側タンク部 1 3 のタンク内空間を、チューブ 1 1 の長手方向に二つ

に仕切 ることにより、第 1 冷媒分配部 1 3 a および第 2 冷媒分配部 1 3 b を

形成 している。

[0062] このため、第 1 風下側熱交換 コア部 2 1 a か らの冷媒を第 2 風上側熱交換

コア部 1 1 b へ導 く冷媒流路 と、第 2 風下側熱交換 コア部 2 1 b か らの冷媒

を第 1 風上側熱交換 コア部 1 1 a へ導 く冷媒流路 との長さを変えて、 これ ら

二つの冷媒流路 を流れる冷媒の圧力損失を調整することができる。 これによ

り、二つの冷媒流路 を流れる冷媒の圧力損失を均一にすることで、第 2 蒸発

部 1 0 において各冷媒分配部 1 3 a 、 1 3 b か ら熱交換 コア部 1 1 への液相

冷媒の分配の偏 りを抑制することができる。

[0063] したがって、各蒸発部 1 0 、 2 0 の一方のタンク部同士を連結する冷媒入

替部 3 0 にて冷媒の流れ方向を入れ替える構成 において、冷媒の分配性の悪

化を抑制することができ、冷媒蒸発器 1 における送風空気の冷却性能の低下

を抑制することが可能 となる。

[0064] また、本実施形態では、第 1 風下側チューブ 2 1 1 a の長手方向の長さを



、第 2 風下側チューブ2 1 1 b の長手方向の長さよりも長くするとともに、

第 2 風上側チューブ 1 1 1 b の長手方向の長さを、第 1風上側チューブ 1 1

1 a の長手方向の長さよりも長くしている。このため、チューブ 1 1 1、 2

1 1の長さによって、第 1風下側熱交換コア部 2 1 a からの冷媒を第 2 風上

側熱交換コア部 1 1 bへ導く冷媒流路と、第 2 風下側熱交換コア部 2 1 b か

らの冷媒を第 1風上側熱交換コア部 1 1 a へ導く冷媒流路との長さを変えて

、これら二つの冷媒流路を流れる冷媒の圧力損失を調整することができる。

[0065] 本実施形態では、冷媒導入部 2 2 a を、第 1風下側熱交換コァ部 2 1 a お

よび第 2 風下側熱交換コア部 2 1 b のうち第 1風下側熱交換コア部 2 1 a に

近い位置に配置している。このとき、第 1風下側チューブ2 1 1 a に流入す

る冷媒流量は、第 2 風下側チューブ2 1 1 b に流入する冷媒流量よりも多く

なる。 また、第 1風上側チューブ 1 1 1 a には気相冷媒が多く存在するこ

とになり、第 1風上側チューブ 1 1 1 a を流れる液相冷媒の圧力損失が大き

くなる。

[0066] このため、第 1風下側熱交換コア部 2 1 a からの冷媒を第 2 風上側熱交換

コア部 1 1 bへ導く冷媒流路を流れる冷媒流量が、第 2 風下側熱交換コア部

2 1 b からの冷媒を第 1風上側熱交換コア部 1 1 a へ導く冷媒流路を流れる

冷媒流量より多くなり、冷媒の分配性が悪化する。

[0067] このとき、本実施形態のように、第 1風下側チューブ2 1 1 a の長手方向

の長さを、第 2 風下側チューブ2 1 1 b の長手方向の長さよりも長くすると

ともに、第 2 風上側チューブ 1 1 1 b の長手方向の長さを、第 1風上側チュ

—プ 1 1 1 a の長手方向の長さよりも長くすることで、第 1風下側チューブ

1 1 a および第 2 風上側チューブ 1 1 1 b を流通する冷媒の圧力損失が、

第 2 風下側チューブ2 1 1 b および第 1風上側チューブ 1 1 1 a を流通する

冷媒の圧力損失より大きくなる。

[0068] これにより、第 1風下側熱交換コア部 2 1 a からの冷媒を第 2 風上側熱交

換コア部 1 1 bへ導く冷媒流路を流れる冷媒の圧力損失が大きくなる。この

ため、第 1風下側熱交換コア部 2 1 a からの冷媒を第 2 風上側熱交換コア部



1 1 b へ導く冷媒流路を流れる冷媒の圧力損失と、第 2 風下側熱交換コア部

2 1 b からの冷媒を第 1風上側熱交換コア部 1 1 a へ導く冷媒流路を流れる

冷媒の圧力損失とを均一化できる。

[0069] したがって、第 1風下側熱交換コア部 2 1 a からの冷媒を第 2 風上側熱交

換コア部 1 1 b へ導く冷媒流路を流れる冷媒流量と、第 2 風下側熱交換コア

部 2 1 b からの冷媒を第 1風上側熱交換コア部 1 1 a へ導く冷媒流路を流れ

る冷媒流量との差が小さくなり、冷媒の分配性の悪化を抑制できる。

[0070] (他の実施形態）

本開示は上述の実施形態に限定されることなく、本開示の趣旨を逸脱 しな

い範囲内で、以下のように種々変形可能である。

[0071 ] 上述の実施形態では、冷媒蒸発器 1 として、送風空気の流れ方向から見た

ときに、第 1風上側熱交換コア部 1 1 a および第 1風下側熱交換コア部 2 1

a が重合するように配置されると共に、第 2 風上側熱交換コア部 1 1 b およ

び第 2 風下側熱交換コア部 2 1 b が重合するように配置される例について説

明したが、これに限られない。冷媒蒸発器 1 としては、送風空気の流れ方向

から見たときに、第 1風上側熱交換コア部 1 1 a および第 1風下側熱交換コ

ァ部 2 1 a の少なくとも一部が重合するように配置 したり、第 2 風上側熱交

換コア部 1 1 b および第 2 風下側熱交換コア部 2 1 b の少なくとも一部が重

合するように配置 したりしてもよい。

[0072] 上述の実施形態の如く、冷媒蒸発器 1 における風上側蒸発部 1 0 を風下側

蒸発部 2 0 よりも送風空気の流れ方向X における上流側に配置することが望

ましいが、これに限らず、風上側蒸発部 1 0 を風下側蒸発部 2 0 よりも送風

空気の流れ方向X における下流側に配置するようにしてもよい。

[0073] 上述の実施形態では、各熱交換コア部 1 1、 2 1 を複数のチューブ 1 1 1

、 2 1 1 とフィン 1 1 2 、 2 1 2 で構成する例を説明したが、これに限らず

、複数のチューブ 1 1 1、 2 1 1 だけで各熱交換コア部 1 1、 2 1 を構成す

るようにしてもよい。また、各熱交換コア部 1 1、 2 1 を複数のチューブ 1

1 1、 2 1 1 とフィン 1 1 2 、 2 1 2 で構成する場合、フィン 1 1 2 、 2 1



2 は、コルゲ一卜フィンに限らずプレー卜フィンを採用してもよい。

[0074] 上述の実施形態では、冷媒蒸発器 1 を車両用空調装置の冷凍サイクルに適

用する例について説明したが、これに限らず、例えば、給湯機等に用いられ

る冷凍サイクルに適用してもよい。

[0075] 上述の実施形態では、熱交換コア部 1 1、 2 1の上下両側に配置された一

対のタンク部 1 2 、 1 3 、 2 2 、 2 3 を略円筒状に形成した例について説明

したが、これに限らず、四角筒状等の中空筒状に形成してもよい。

[0076] 上述の実施形態では、第 1仕切部材 1 3 1 を、第 2 風上側タンク部 1 3 の

内部におけるチュープ長手方向の中央位置に配置した例について説明したが

、これに限らず、チューブ 1 1 1の長手方向端部よりも風上側熱交換コア部

1 1 と反対側の部位における任意の位置に配置してもよい。

[0077] また、上述の実施形態では、第 2 仕切部材 2 3 1 を、第 2 風下側タンク部

2 3 の内部におけるチュープ長手方向の中央位置に配置した例について説明

したが、これに限らず、チューブ2 1 1の長手方向端部よりも風下側熱交換

コア部 2 1 と反対側の部位における任意の位置に配置してもよい。



請求の範囲

[ 請求項 1] 外部 を流れる被冷却流体 と冷媒 との間で熱交換 を行 う冷媒蒸発器で

あ って、

前記被冷却流体の流れ方向に対 して直列に配置 された第 1 蒸発部 （

2 0 ) および第 2 蒸発部 （1 0 ) を備 え、

前記第 1 蒸発部 （2 0 ) および前記第 2 蒸発部 （1 0 ) それぞれは

冷媒が流れる複数のチューブ （1 1 1 、 2 1 1 ) を積層 して構成 さ

れた熱交換 コア部 （1 1 、 2 1 ) と、

前記複数のチューブ （1 1 1 、 2 1 1 ) の両端部 に接続 され、前記

複数のチューブ （1 1 1 、 2 1 1 ) を流 れる冷媒の集合あるいは分配

を行 う一対のタンク部 （1 2 、 1 3 、 2 2 、 2 3 ) と、 を有 し、

前記第 1 蒸発部 （2 0 ) における前記熱交換 コア部 （2 1 ) は、前

記複数のチューブ （2 1 1 ) の うち、一部のチューブ群で構成 される

第 1 コア部 （2 1 a ) 、 および残部のチューブ群で構成 される第 2 コ

ァ部 （2 1 b ) を有 し、

前記第 2 蒸発部 （1 0 ) における前記熱交換 コア部 （1 1 ) は、前

記複数のチューブ （1 1 1 ) の うち、前記被冷却流体の流れ方向にお

いて前記第 1 コア部 （2 1 a ) の少な くとも一部 と対向するチューブ

群で構成 される第 3 コア部 （1 1 a ) 、 および前記被冷却流体の流れ

方向において前記第 2 コア部 （2 1 b ) の少な くとも一部 と対向する

チューブ群で構成 される第 4 コア部 （1 1 b ) を有 し、

前記第 1 蒸発部 （2 0 ) における前記一対のタンク部 （2 2 、 2 3

) の うち、一方のタンク部 （2 3 ) は、前記第 1 コア部 （2 1 a ) か

らの冷媒 を集合 させ る第 1 冷媒集合部 （2 3 a ) 、前記第 2 コア部 （

2 1 b ) か らの冷媒 を集合 させ る第 2 冷媒集合部 （2 3 b ) を含んで

構成 され、

前記第 2 蒸発部 （1 0 ) における前記一対のタンク部 （1 2 、 1 3



) の うち、一方のタンク部 （1 3 ) は、前記第 3 コア部 （1 1 a ) に

冷媒 を分配 させ る第 1 冷媒分配部 （1 3 a ) 、前記第 4 コア部 （1 1

b ) に冷媒 を分配 させ る第 2 冷媒分配部 （1 3 b ) を含んで構成 され

前記第 1 蒸発部 （2 0 ) および前記第 2 蒸発部 （1 0 ) は、前記第

1 冷媒集合部 （2 3 a ) の冷媒 を前記第 2 冷媒分配部 （1 3 b ) に導

く第 1 連通部 （3 0 a ) 、 および前記第 2 冷媒集合部 （2 3 b ) の冷

媒 を前記第 1 冷媒分配部 （1 3 a ) に導 く第 2 連通部 （3 0 b ) を有

する冷媒入替部 （3 0 ) を介 して連結 されてお り、

前記第 1 蒸発部 （2 0 ) における前記一方のタンク部 （2 3 ) のタ

ンク内空間は、前記チューブ （2 1 1 ) の長手方向に、第 1 タンク内

空間 （2 3 b ) と第 2 タンク内空間 （2 3 a ) とに仕切 られてお り、

前記第 1 タンク内空間 （2 3 b ) は、前記第 2 タンク内空間 （2 3

a ) よ りも、前記第 1 蒸発部 （2 0 ) における前記一対のタンク部 （

2 2 、 2 3 ) の うち他方のタンク部 （2 2 ) に近 い側 に配置 されてお

り、

前記第 2 蒸発部 （1 0 ) における前記一方のタンク部 （1 3 ) のタ

ンク内空間は、前記チューブ （1 1 1 ) の長手方向に、第 3 タンク内

空間 （1 3 a ) と第 4 タンク内空間 （1 3 b ) とに仕切 られてお り、

前記第 3 タンク内空間 （1 3 a ) は、前記第 4 タンク内空間 （1 3

b ) よ りも、前記第 2 蒸発部 （1 0 ) における前記一対のタンク部 （

1 2 、 1 3 ) の うち他方のタンク部 （1 2 ) に近 い側 に配置 されてお

り、

前記第 1 タンク内空間が前記第 2 冷媒集合部 （2 3 b ) を形成する

とともに、前記第 2 タンク内空間が前記第 1 冷媒集合部 （2 3 a ) を

形成 してお り、

前記第 3 タンク内空間が前記第 1 冷媒分配部 （1 3 a ) を形成する

とともに、前記第 4 タンク内空間が前記第 2 冷媒分配部 （1 3 b ) を



形成 している冷媒蒸発器。

[ 請求項2] 前記第 1 蒸発部 （2 0 ) の前記他方のタンク部 （2 2 ) における、

前記第 2 コア部 （2 1 b ) よ りも前記第 1 コア部 （2 1 a ) に近 い側

には、 当該他方のタンク部 （2 2 ) 内部 に冷媒 を導入するための冷媒

導入部 （2 2 a ) が接続 されてお り、

前記第 2 蒸発部 （1 0 ) の前記他方のタンク部 （1 2 ) における、

前記第 4 コア部 （1 1 b ) よ りも前記第 3 コア部 （1 1 a ) に近 い側

には、 当該他方のタンク部 （1 1 b ) 内部 か ら前記冷媒 を導 出するた

めの冷媒導 出部 （1 2 a ) が接続 されてお り、

前記第 1 コア部 （2 1 a ) を構成する前記チューブ （2 1 1 ) は、

前記第 2 コア部 （2 1 b ) を構成する前記チューブ （2 1 1 ) よ りも

長手方向の長 さが長 くな つてお り、

前記第 4 コア部 （1 1 b ) を構成する前記チューブ （1 1 1 ) は、

前記第 3 コア部 （1 1 a ) を構成する前記チューブ （1 1 1 ) よ りも

長手方向の長 さが長 くな つている請求項 1 に記載の冷媒蒸発器。
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